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研究成果の概要（和文）： 

本研究は「ソーシャルクオリティ」という概念を地域福祉の実践で活用できるようにする

ことを目的にしている。ソーシャルクオリティでは、社会を生活世界とシステムという観

点から把握する。本研究は理論的な検討とパイロット的な調査を行って、対人援助レベル、

地域活動レベル、そして地域社会レベルというそれぞれのレベルにおいて、ソーシャルク

オリティ概念が活用できる枠組みを提示することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study aims to enable the application of the Social Quality theory, which views the 

society from the perspective of “life-world” and “system”, to community practice in 

community based welfare. Through a theoretical study and a pilot investigation, a 

framework to utilize the theory at personal support level, community action level and 

local community level has been derived.   
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１．研究開始当初の背景 

（１）小さな政府の方向が惹き起こす諸問題 

 格差問題や社会的排除は近年わが国でも注

目されているが、ヨーロッパ諸国では 1980

年代以降、福祉国家の見直しが進む中でこう

した問題が意識されてきた。失業、ホームレ

ス、医療や教育へのアクセスなど社会的な環
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境の変化による生活上の問題が顕著に生じ

てきた。これに対して、社会発展と経済のバ

ランスを考える新たなアプローチが必要性

と考えたヨーロッパ諸国の学者たちによっ

てソーシャルクオリティの考え方は生み出

された。1997 年に、ヨーロッパの 1000 人以

上の科学者の署名を集めて、人間の尊厳に関

する「アムステルダム宣言」が出され、ソー

シャルクオリティの基本的立場が示された。

その活動を展開していく拠点となる財団も

オランダで設立され、書籍や広報誌の発行、

調査活動、諸国での研究会の開催などが進め

られている。 

（２）ソーシャルクオリティの考え方  

 ソーシャルクオリティは個人と社会の双

方を視野に入れる包括的な概念である。それ

は個人が自己実現することと社会が発展す

ることを目指す考え方である。社会は実在す

ると考えるが、それは固定した、静的なもの

ではなく、個々人が相互行為するプロセスと

して理解される。これは新自由主義的な社会

の不在、という立場とは鮮明に異なっている。

また、アムステルダム宣言には倫理的な主張

が掲げられ、とくに人間の尊厳が重視されて

おり、そこから社会の質の向上に必要な条件

が引き出されている。 

 ソーシャルクオリティの考え方は、個人と

社会の軸、そしてシステムと生活世界の軸に

より区切られた４象限で示される。 

 タテ軸は、個人の発展と社会の発展を示し

ており、この両者は緊張関係にある。個人の

持つさまざまな価値と社会的な規範をいか

に両立させるかが問われることになる。ヨコ

軸はシステムと生活世界のあいだの緊張関

係である。これはドイツの社会哲学者ユルゲ

ン・ハーバーマスの理論に基づいているが、

このヨコ軸でもシステム統合と社会統合（生

活世界）の関係が課題となっている。 

２．研究の目的 

 これまでにソーシャルクオリティを地域福

祉分析に適用するための基礎検討を行って

きた。本研究は、その上にソーシャルクオリ

ティ概念を地域福祉実践に役立てることが

できるようなモデルを構築することを目指

している。そのための鍵となるのは次のよう

な点である。ソーシャルクオリティでの生活

世界とシステムが地域生活に大きくかかわ

っている。とりわけ生活世界はコミュニケー

ションによる調整を可能にする場と考えら

れるために、地域福祉での生活世界の意義に

着目し、その現状と課題、可能性を明らかに

する。具体的には、地域の人びと（生活世界）

のニーズや要望は社会的に受け止められて

いるのか、それとも周辺化され、無視されて

いるのか。地域の住民組織やＮＰＯは生活世

界からのニーズや要望に対してどのような

働きをしているのか。ソーシャルワーカーは

生活世界からのニーズや要望を実現するた

めにはどのような福祉的援助実践を行って

いけばよいのか。こうした事柄の究明を通し

て、ソーシャルクオリティを地域福祉の現場

で活用できるようにすることが本研究の目

的である。 

 
３．研究の方法 

（１）地域での生活世界とシステムの関係性

の理論的整理 

 ソーシャルクオリティに関して基礎的な

文献などにより生活世界とシステムの関連

の整理が重要なことがわかってきた。この両

者のバランスが地域生活に大きな影響力を

持つということである。地域福祉を高めてい

くためにはこの生活世界とシステムのバラ

ンス、相互関係はどのようであればよいのだ

ろうか。さらに、生活世界が住民たちのコミ

ュニケーションによる場であるならば、それ

によるシステムの制御は可能だろうか。シス



 

 

テムの制御という点に関しては、市場や政府

のあり方に影響を与える「あらたな公共」と

いう課題も生まれてくる。これらの点につい

て理論的に整理する必要がある。これは地域

での自発的な活動を評価する基準にもつな

がっていく。地域福祉分野では、社会的排除

については研究の蓄積も生まれてきている。

また、あらたな公共という点への注目も高ま

ってきている。しかし、生活世界とシステム

の概念を地域福祉に引き付けて理論的に考

察することは斬新なものといえる。 

（２）ソーシャルクオリティの枠組みを使っ

た調査の検討を行う 

 ソーシャルクオリティの概念の地域福祉

での活用可能性を考えるために次の３つの

レベルでの調査を考える。 

①地域社会レベル 

 地域社会全体をソーシャルクオリティの

概念を使って把握、分析する調査である。そ

の空間的な広がりは調査目的に応じて異な

ってくるが、日常生活圏域、あるいは小学校

区から市町村の範囲が基本となる。その際の

調査の枠組としては、経済・社会保障、ソー

シャルインクルージョン、社会凝集性、そし

てエンパワメントである。これらが地域社会

でどのように配置されているのか、その量や

バランスを検討することになる。 

②小地域実践レベル 

 地域社会の質を向上させるためには、生活

世界のニーズや声が社会的に受け止められ

ていくことが不可欠である。この課題はどの

ように取り組まれているのか検討するため

に地域の住民組織の調査を行う。現在、住民

参加型の地域活動として小学校区（時には中

学校区）レベルでの組織的な取り組みが行わ

れている。これは地域によって、学区社協、

小地域社協、校区社協、校区福祉委員会など

と呼ばれている。こうした地域での組織活動

がソーシャルクオリティにとってもつ意味

を考えるためにも、特にそのリーダー層に対

してインタビュー調査を行う。 

③地域での個別支援レベル 

 近年、地域を基盤としたソーシャルワーク、

個別支援が展開され始めている。こうした個

別支援は、ソーシャルクオリティからすれば

どのように評価できるのか。この点を考察す

るために、地域での個別支援の事例を取り上

げて、質的な調査、事例検討を行う。その際

には、実際の地域での援助者とともに作業を

進める。 

 

４．研究成果 

（１）理論的枠組みの整理 

ソーシャルクオリティの概念は、ヨーロッパ

で生まれたために、それを日本の地域福祉で

活用するには、理論的な検討が必要となる。

こうした点を整理したことで、ソーシャルク

オリティの４象限での指標を仮説的に示す

ことができた。また、特に生活世界とシステ

ムのかかわりに注目して、地域福祉での実践

において、生活世界の持つ意味に関する重要

性を指摘した。 

（２）共同による地域調査の実施 

地域福祉での実践につなげるために、地域福

祉に係る専門職である社会福祉協議会の職

員と共同で地域調査を行うことができた。そ

の際にはソーシャルクオリティを調査で活

用する上で、子育て、教育、交通、地域組織

という４つのテーマを立て、各チームでの調

査を行った。各テーマでのソーシャルクオリ

ティを把握して、その分析、および改善のた

めの提言案を作成した。 

（３）個別支援分析への援用 

ソーシャルクオリティの中でも生活世界の

考え方に着目し、地域での個別支援のケース

分析を実践者とともに行った。これにより、



 

 

地域でのミクロレベルでの個人支援に関し

てもソーシャルクオリティの概念を援用す

ることの可能性を確認することができた。た

だし、この援用については、まだパイロット

的な研究の段階にある。 

（４）地域福祉分析の枠組みの提示 

地域福祉の多様なレベルに、ソーシャルクオ

リティを活用する枠組みを提示することが

できた。具体的には、地域での個人支援を行

うミクロレベル、住民参加型の活動が展開さ

れるメゾレベル、そして地域社会総体を対象

とするマクロレベルである。また、それぞれ

のレベルにおいて、試行的な調査も実施する

ことができた。こうした枠組みについては、

その成果を報告書や論文としてまとめて発

表した。 

（５）今後の展望 

具体的に地域のソーシャルクオリティの調

査をさらに実施する予定である。これにより

理論の精緻化をはかるとともに、ソーシャル

クオリティを向上するための実践的援助に

ついて研究を進める段階となってる。 
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